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2024年度のトリプル改定に向けてさまざま
な情報が出てきている。同時に、デジタル・ト
ランスフォーメーション（DX）化の波も地方に
押し寄せてきている。
そのような折、当苑ではケアの質に焦点を当

てた個別ケアの推進、セミユニット化を2023
年11月よりスタート。開設から24年が経過して
いる従来型老健施設（100床）にはマニュアル、
運用が確立しているなかでのチャレンジ。
取り組み内容は「ご利用者、ご家族のカンファ

レンス参加」「現場での多職種ミニカンファ」「25
名×４チーム制」「電子介護システムWi-Fi化」
「ご利用者の担当制度」等。設備、人員は従
来型であるためユニット型の完コピはできない

が、「他人（ヒト）のことを想う老健施設」を
めざす。当初は職員間で混乱が生じたがご利
用者からの評判はよい。
労働者不足、空床確保、経営健全化等の課
題が山積しているいまだからこそ「老健施設」
の原点の１つである「ご利用者の生活の質の
向上」にこそ全力で取り組んでいくべき時期で
あると痛感している。そして、ご利用者は生活
の質の向上が生きる喜びとなり、それを見た
職員は仕事へのモチベーション向上となり、結
果的に施設のブランディングにつながると確信
しながら多職種協働で日々格闘中である。
こんな時代だからこそ原点回帰。
� 全老健広報情報委員　大久保　豊
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第34回
全国介護老人保健施設大会

宮城
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